
 

第II章 前提条件の整理 

1．現況調査 

 甘地駅及び鶴居駅（以下、両駅という）の駅舎の耐震診断及び駅前広場、各駅周辺の道路及び土

地利用、主要施設等について現地踏査を行い、現状の施設の内容や利用状況等を整理する。 

 また、基本構想の策定に資する町の上位計画や過年度までの検討資料等について収集整理する。 

 

甘地駅周辺地区 

（１）地域活性化の動き 

 平成 30 年 4 月、「甘地駅前公園がリニューアル」した。播但鉄道の開設に貢献された「内藤利

八氏の紹介パネル」や播但線の各駅や駅周辺の観光地をモチーフとした長さ２５メートルの

「各駅紹介パネル」を設置した。 

 甘地地区の消防団ＯＢを中心に結成された「なごやか甘地地域づくりの会」が平成 20 年から

毎年 8 月に甘地駅前で「ビアガーデン」を開催している。また、平成 30 年 12 月には、駅を利

用する通勤者などが帰りに駅前でお酒を飲める場を試験的に整備する「甘地駅前こころみバル」

を企画した。地域には多様な活動する人材がおり、イベントをすれば集客が見込める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          甘地駅前公園      播但線各駅の紹介パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甘地駅前のビアガーデン        甘地駅前こころみバル 
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（２）甘地駅及び周辺の現況 

 乗車人員は 1 日平均 875 名（2016 年、降車含まず） 

 播但線は単線（駅は複線）、上り・下り各 1～3 本／時間 

 駅舎は昭和 3 年に建てられたと思われ老朽化しているが趣がある。 

 簡易委託駅（出札業務のみを地元機関に委託、早朝と夕方以降は無人）で、使われていない部

屋等がある。 

 自転車利用者が多いが、駅前広場に駐輪場は無く、民営の駐輪施設や有料駐車場が立地するが

放置自転車が見受けられる。 

 市川高等学校の通学者多数 

 交差点（５差路）の安全が課題 

 町役場や商業拠点等町の中心地の最寄り駅（約１ｋｍ） 

 

  

goo 地図 https://map.goo.ne.jp/
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鶴居駅周辺地区 

（１）地域活性化の動き 

 鶴居地区の有志で結成された「鶴居駅前を元気にする会」が平成 25 年から毎年 9 月に鶴居駅

前で「観月会」を開催している。 

 畑の土壌が良い鶴居地区の特性を生かしたサツマイモづくりをつるい元気農園（鶴居地域活性

化協議会）が行っており、「鶴いも、鶴 imo」と名付け、人気が出てきた。鶴居中学校の南側の

耕作放棄地で芋づくりを行っており、芋掘り体験も行っている。市川町商工会が鶴いもプロ

ジェクトとして商品化に取り組んでいる。 

 平成 30 年 3 月に、鶴居地域活性化協議会が鶴居地域活性化センター（「つるい元気カフェ」＆

「日本昔話 鶴女房の里物語館」）を開業した。 

 観光ウォーキングでは、平成 29 年 4 月に認定された「播但貫く、銀の馬車道鉱石の道」との連

携を図り、播但鉄道開業と併せて明治新政府が産業を支える新たな物流手段の確立過程を紹介

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               つるい元気カフェ         日本昔話 鶴女房の里物語館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           鶴居駅前の観月会          鶴いもプロジェクト
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（２）鶴居駅及び周辺の現況 

 乗車人員は 1 日平均 241 名（2016 年、降車含まず） 

 駅舎は昭和 3 年に建てられたと思われ老朽化しているが、趣がある。 

 無人駅で、使われていない部屋等がある。 

 駅前広場に駐輪場は無く、通勤・通学の自転車が放置されている。 

 駅前ロータリー（石のモニュメント）、駅前に商店が数軒ある（衣料品、薬）。 

 鶴居小学校が隣接し、市川町老人福祉センターが近い。 

 市川を挟み対岸には、「銀の馬車道」の宿場町として「屋形のまちなみ」がある。往時、対岸へ渡し船で

往来していた証として「鶴居十石舟歌」が継がれている。 

 屋形橋は、昭和 8 年に架けられた鉄筋コンクリート製のアーチ式の橋で、兵庫県の近代化遺産に登録

されている。 

 周辺には鶴居森林工場公園工業団地と屋形工業団地があり、工場が多数立地している。 

 駅前には橋本忍氏の生家がある。 

 

 

 

  

goo 地図 https://map.goo.ne.jp/
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2．駅周辺地域の整備計画の条件整理 

与条件の整理 

（１）まちづくりの課題 

 人口減少・少子高齢化の急速な進行（2017 年 1.25 万人 2040 年 0.85 万人） 

 安全・安心への対応（自然災害の多発、高齢人口の増加等） 

 町民の価値観やライフスタイルの多様化への対応（情報通信の発展等） 

 地域産業・雇用の縮小（各種産業人口の減少、工場等の撤退） 

〇平成 28 年１月「市川町まち・ひと・しごと総合戦略」策定 

〇平成 28 年３月 市川町総合計画策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） まちづくりの取り組み 

 快適で住みよい定住できるまちづくりの道路・交通網の整備の中で、駅周辺環境の整備や広域・

幹線道路網の整備に取り組むことがうたわれている。 

 市川町駅施設等環境整備（甘地駅、鶴居駅）にあたり基本構想を策定する。 

 駅周辺地域の整備基本構想（グランドデザイン）を策定し、課題解決につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「市川町まち・ひと・しごと総合戦略」の基本的な考え方 

快適で住みよい定住できるまちづくり（市川町総合計画 基本施策） 
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〇総合計画の位置づけ 

 3.道路・交通網の整備（前頁「快適で住みよい定住できるまちづくり」参照） 

【近況と課題】 

県道甘地福崎線の拡幅改良を推進するため、県と連携し、地域の課題やニーズに対応す

る緊急かつ重要な事業に取り組む必要があります。 

【施策の内容】 

（１）広域・幹線道路網の整備 

 取り組み内容 

4 県道前之庄市川線バイパス

は、平成 24 年に開通しまし

た。今後は甘地駅前のグラン

ドデザイン構想を進め、駅前

５差路と出合橋の改良を図

ります。 

 

 

 

 4.公共交通機関の整備（前頁「快適で住みよい定住できるまちづくり」参照） 

【近況と課題】 

JR 播但線は町の中央部を南北に走り、南の甘地駅、北の鶴居駅の 2 駅があります。自家

用車普及率の向上や人口減少の影響で、JR 播但線の利用者数も年々減少傾向にあります

が、平成 10 年に姫路と寺前間で電化運行となり、車両の高性能化による時間短縮と便数

の増加、甘地駅においてはパーク＆ライドの設置、そして平成 28 年 3 月には ICOCA も導

入され、利用者数の回復を期待するところです。今後も、駅周辺の環境整備を促進するな

ど、利用の向上につなげていく施策が必要です。 

【施策の内容】 

（１）駅周辺環境の整備 

 取り組み内容 

1 安全・便利で快適な公共交通機関として定着している JR 播但線を、さ

らに手軽に利用しやすくするため、コミュニティバスとの連携を進め、

神崎総合病院～甘地駅～リフレッシュパーク市川、せせらぎの湯間の

コミュニティバス運行を今後も実施します。 

2 JR 甘地駅・鶴居駅周辺が、誰もが安心して利用できる場となるよう環

境改善に努め、駅の秩序や安全が保たれるよう関係機関に要請します。

3 JR 播但線の安全性の確保を前提とした上で、関係機関に対しさらなる

利便性の向上を目指して、全線の電化と複線化を要請します。また、

平成 28 年 3 月の ICOCA の導入に伴い、通勤・通学時間帯の増便、甘地

~姫路駅間の快速電車の運行を JR に要請していきます。 

  

出典：広報いちかわ 
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〇土地利用計画（平成 30 年 4 月）の位置づけ 

特定区域及び拠点区域は、一定のまとまりのある都市的土地利用を促進する地域として、以下

に該当する区域について設定することを基本とします。 

 特定区域（南部）及び中心拠点 

本町の中心として、JR 甘地駅及び役場周辺において、行政機能や商業機能などが集積し、本町

の中心的な機能を担う区域を特定区域及び中心拠点に設定します。 

 特定区域（北部）及び地域拠点 

本町の北部の拠点として、行政をはじめとする地域サービス機能が集積する JR 鶴居駅、兵庫

県「沿道型広域景観形成地域」の既成市街地を特定区域及び地域拠点に設定します。 

また、特定区域（北部）の範囲は、JR 鶴居駅周辺の屋形の伝統的なまち並み地域を含めた国道

312 号沿線の区域とします。 

 

 

図 市川町土地利用計画図 
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